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 第３に、核不拡散政策の通史性として、①核拡散のリスク抑制、②残り続ける核抑止、③NPT の維持、④NPT に
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おける不平等、⑤NPT の補完的制度や措置の導入、⑥地政学による影響を挙げ、時代的特殊性として、⑦選別対応方
式との併用、⑧非国家主体への対応があり、これらを考慮して核不拡散政策が展開され、変容してきたと分析する。 
 第４に、３つの要素が相互連関しているとして、核軍備管理政策と核不拡散政策が戦略的安定性を確保するための
核戦略の一環であること、前二者が核戦略そのものに近い形で実施される場合、核戦略上のニーズに合致しないとし
て前二者が実施されない場合があることを考察し、核政策の類型化として、①不拡散政策優先型、②核軍備管理優先
型、③折衷型、④拡散対抗型に整理する。結論的な政策提言としては、米国政府は核軍備管理と核不拡散でこそ戦略
的安定を確保できるというモードに安全保障観を切り替え、それに符合する核戦略の再編、統合的核政策を指向すべ
きだとする。 
 このような時代的にも内容的にも包括的な研究はこれまで行われておらず、この分野での包括的かつ体系的な初め
ての研究であり、関連学会への多大な寄与であると考えられる。よって、審査員の全会一致により、博士（国際公共
政策）の学位に十分に値するものと判断する。 
